
ドローン・AIを活用したICT鳥獣被害対策

株式会社スカイシーカー



会社概要

2

設立

2015年12月

従業員数

10名

ドローンパイロット

6名

事業内容

全国のパートナー会社

20社

本社所在地
東京都千代田区神田富山町25番地

（1）

（2）

（3）

注： 1、 2022年1月末時点の役員含む 3、 2020年12月末時点の販売代理店、弊社認定講習団体、認定パイロット含む
2、 ドローン認定資格取得者又はインストラクター保有者



ICTテクノロジーを活用した鳥獣被害対策

最先端技術を活用して生産者が安心して農業を行うことが出来る未来を目指す

事業コンセプト



現状：人力による調査が多い



シカ・イノシシAI画像解析システム(スカイシーカー社製)



レポート情報のマッピング（例）



ドローンと人力による調査精度の検証



調査実績事例



定点カメラ（センサーカメラ）調査

課題：画像データの手動回収、手動分類・集計に大きな労力がかかる



スマート鳥獣自動判別システムの開発（広域型共同研究）
共同研究者： 地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター

： 首都大学東京（現：東京都立大学）
実証場所： 東京都あきる野市



正確にAI識別されている獣種と頭数



エンジンVer. 対象獣種 認証精度
Recall（再現率）

Ave.

自治体４県
複合モデル

シカ 85.1％

イノシシ 88.0％

空打ちデータの除去 90.0％以上

※Recall（再現率）
実際に正であるもののうち、正であると検知されたものの割合。

AIの精度としては高い水準に達しております。



2021年3月23日より、自治体向けソリューションとして
「AIを用いた定点カメラの撮影データ解析代行サービス」を開始



シカ
イノシシ
クマなど

AIによる撮影獣種の完全自動識別

その他の
画像

・日付・位置・出没時刻
・カメラ番号
・出没獣種、頭数等
(シカ・イノシシ等)

定点カメラ
自動撮影

評価結果
CSV出力機能

お客様（自治体等）にメール送信

レポート作成

時期モデル：獣種完全自動仕分け＆レポート



特定鳥獣を検知した時のみ捕獲する効果的な仕組み等

イノシシ
検知！！

定点カメラ
自動撮影

設定条件を満たせば
扉が閉鎖

獣種、頭数など
任意に設定

サービス（案）：捕獲機器との連動



例えば、里山や市街地周辺、養豚場周辺などで
特定の獣種を検知した場合に発報する仕組み

クマ
検知！！

路上等での
センサーカメラ
自動撮影

自治体担当者等に
通知

イノシシ検知！！
※豚熱リスク抑止など

サービス（案）：特定獣種接近危険アラート



ご清聴ありがとうございました。


